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[活動報告]



体験談

◎参加した地域：泉佐野市、大阪市住吉区、

四條畷市

◎主な活動：子育てサロン、高齢者サロン、

見守り訪問など



民生委員・児童委員はどんな方々だったか？

「地域の人達の役に立ちたい」と思う熱意を

持った元気で明るい方が多い。

どんな風に活動していたか？

地域の人達に楽しんでもらえるように
民生委員・児童委員自身も楽しんで
活動していた。



課題
（１）担い手不足

・イメージ

担い手→高齢者が多い

・若い人がいない

民生委員・児童委員の多くが高齢者（年齢層が高い）

今の委員が辞めれば担い手がいなくなる。

・認知度が低い

民生委員・児童委員の存在を知っている人が少ない。



課題

（２）一般の人の参加が難しい

理由として…民生委員・児童委員の活動が見え難い

→「子育て」サロン・「高齢者」サロンなど

対象者が限定されているものが多く

閉鎖的である。

→更に、民生委員・児童委員の活動が

主に裏方である。



課題に対する施策・まとめ

①知名度ＵＰ⤴

・民生委員・児童委員の活動を知ってもらうための

媒体を作成する。

（例）ポスター、チラシなど

・子育てを終えた方や退職した方を対象にアピール！



②対象の人を絞らず、誰もが集まれる場を作る

・気軽に集まれる憩いの場

・地域行事に若い人が参加できるように促す

→民生委員・児童委員に関わる機会を増やす



ＰＲコンテンツについて





ご清聴ありがとうございました！

＊本資料は「民生委員・児童委員活動の見える化」プロジェクト（大阪府
福祉部地域福祉推進室地域福祉課）の取組により作成したものです。


